
 
S45 年告示に規定がない機器の許容値の考え方について 

１．概要 
S45 年告示に規定がなく当時施設されている機器について，東海第二の強度方針では

設計・建設規格にて定められる方法にて強度評価を実施することとしている。その場合に

用いる許容値についての考え方を以下に示す。 
 

２．評価式の比較 
①【S45 年告示に規定がない場合】 
 クラス２ポンプのケーシング厚さ評価式について，以下の通り示す。 
 
 
 
 
 
 
 S45 年告示におけるポンプケーシング厚さに対する考え方が不明。よって，告示のＳ

を設計・建設規格の評価式に採用することが適当であると判断できない。 
 
②【S45 年告示に規定がある場合】 

クラス２管の基本板厚評価式について，以下の通り示す。 
評価

項目 
設計・建設規格 S45年告示 

厚さ

計算 
ｔ＝

ＰＤ
ｏ

2・Ｓη＋0.8・Ｐ
 ｔ＝

ＰＤ
ｏ

2・Ｓη＋0.8・Ｐ
 

S45 年告示，設計・建設規格ともに許容値と評価式の関係が明らかで，必要肉厚に対

する許容値の考え方が明白である。 
 

３．検討結果 
２．②より，S45 年告示，設計・建設規格の双方における許容引張応力Ｓについては値

に差があったとしても技術的な意味に相違がないと判断できる。また，一般に評価式およ

び許容値については，これらの安全性，不確定性を考慮して対となり構成されるものであ

り，２．①の場合には設計・建設規格の許容値を用いることが妥当と判断する。  
以 上 
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評価

項目 
設計・建設規格 S45年告示 

厚さ

計算 
ｔ＝

Ｓ

ＡＰ

2
 － 


